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全国大会出場おめでとう
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　淡路島と韓国・南
なんかいじま
海島の中学生による交流事業が

開催され、11月 29日に交流試合が行われました。
お互いの国の文化や伝統を理解することを目的に、
隔年で相互訪問を行い、サッカーを通じた交流を深
めています。今年は、南海島のクラブチーム「宝島
南海ＦＣ」の20人が来日し、淡路島の選抜メンバー
19人とグラウンドの内外で親睦を深めました。

伝統と文化を学ぶ交流の輪

淡路島・南海島サッカー交流
　12 月 1 日～ 5 日、南あわじ市老人クラブ連合会
の会員が、市内７カ所の老人福祉施設を友愛訪問し、
記念品を渡しました。この訪問は、南あわじ市老人
クラブ女性部事業のひとつで、入所者との交流を通
じて、同じ世代の仲間を地域で支え合う活動として
毎年行われています。

南あわじ市老人クラブが友愛訪問
交流と支え合いを大切に、市内７施設へ記念品を贈呈

　近年、若者の魚離れが顕著となり、家庭で魚を食
べる機会が減っています。そこで、地元産の水産物
に親しみや興味を持ってもらおうと、兵庫県漁連シー
トクラブを講師に招き、「おさかな料理教室」を開
催しました。12 月１日には市小学校６年生を対象に
実施され、児童らは小鯛を使って、うろこの取り方
や三枚おろしの手順を学びました。

魚に親しむ料理教室を開催
魚食の普及を目指して

　市は豊かな自然が育んだ地元食材を学校給食に取
り入れることで、子どもたちの食育に力を入れてい
ます。11月 28日、市内の小中学校などで旬のタイ
を使った「鯛そうめん汁」を提供し、地元食材への
理解を深めました。
　児童らは笑顔で味わい、新鮮な魚のおいしさを実感
しながら、楽しい給食の時間を過ごしました。

学校給食で食育を推進
旬のタイを使用した「鯛そうめん汁」を提供


